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1. はじめに
電子“計算”機と訳されるコンピュータは，計算の
原義を超えて多用な使われ方をされている．そのた
めコンピュータとはどのような機械かを容易に定義
できない．
本稿では，コンピュータ登場以前に使用されていた
統計機と比較することで，コンピュータたらしめる特
徴を考察していく．考察のために，次の目的を持って
それぞれの情報を追っていく．(1)統計の体験に注目
することで，どのような意図で統計機を開発したのか
について整理する．(2)統計機の仕組みや分類につい
てまとめ，コンピュータ開発以前の計算機の在り方を
理解する．(3)コンピュータが現れた時期の資料を見
ていくことで，当時の人々が，コンピュータをどのよ
うな機械として捉えていたのかを分析する．これら
を踏まえて，コンピュータらしさの考察を述べる．
2. 統計小史
アメリカでは 1790 年に第一回国勢調査が実施さ
れ，その集計は手作業で行われていた．調査規模は拡
大を続け，1880年頃には手作業による集計の限界を
迎えていた．そこで従来の調査方法に代わるシステ
ムを決めるコンペティションが開かれ，パンチカー
ドを用いたハーマン・ホレリスの案が採用された [1]．
ホレリスのシステムでは，パンチカードの孔のパター
ンで各個人の回答を記録し，自動で孔を数える機械を
使用して表を作った．カードにデータを記録する段
階では，ホレリスのシステムは他の参加者の案と速さ
はほぼ変わらなかった．しかし，集計作業に移ると他
のシステムよりも 10倍速いことを証明した．ホレリ
スのシステムの長所は，一度カードに穿孔すれば，分
類も集計も機械に行わせることができる点であった．
3. 統計機とは
統計機は自働分類集計機と自働集計製表機の 2 種
類に分類されることが一般的であった [2]．前者はパ
ンチカードの孔という形で符号化された調査票の内
容を分類・集計して，必要な統計数字を求める機械で
ある．後者はパンチカードの穿孔位置に対応する数
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表 1 統計機の持つ装置

共通の装置
・カードを機械に送る装置
・機械内でカードを移動させる装置
・ピンを下ろす装置

自働分類集計機
・分類されたカードを収容する箱
・カードの枚数を記憶する計数器

自働集計製表機
・穿孔箇所の数字を印刷する装置
・穿孔箇所の数字を加算していく装置

字を順次印刷していき，必要な場合はそれらの数字の
合計を計算して，共に印刷する機械である．統計機の
代表的な装置を表 1に示す [3]．何をするための機械
なのかを，それぞれの統計機に固有の装置からも読み
取ることができる．
ホレリスが発明した統計機は二つの装置で構成さ
れている．カードの孔を数える作表機と孔の位置に
よって分類するための分類箱である．
図 1 にその統計機の使用方法および動作を簡略し
て示す．まず作業員は作表機にカードをセットし，プ
レスといわれるバネ付きのピンが取り付けられたプ
レートを下ろす (図 2)．カードに当たったピンは押し
戻されるが，孔のある位置ではピンがカードを通過す
る．カードの下には水銀が溜められたくぼみがあり，
通過したピンが水銀と接触することで回路が構成さ
れる．そして電流が流れることにより，回路に繋がれ
た計数器に 1 が足される．計数器への加算と同時に
分類箱の複数ある蓋のうちの一つが開き，作業員が次
の集計作業のためにそこにカードを収納する．この
ように人と機械が役割分担することによって統計的
な処理が行なわれる．
4. 統計機から見た ENIAC
世界初のコンピュータと評される ENIACは，1942
年にアメリカで開発が開始された [4]．プログラムは
ダイヤル，スイッチ，入出力端子等にワイヤーを配
線することで実装された．そのためプログラムの変
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人による操作 統計機での処理

図 1 統計機を使用した作業フロー
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図 2 パンチカードにピンを降ろす装置

更には配線を変える必要があった．ENIACもパンチ
カード読取機を持っていたが，制御情報は配線によっ
て指定しており，パンチカードへはデータのみを記録
した．カードから制御情報を読み込ませると実行時
間が増大してしまうからである．
城憲三は ENIACが開発されたことを知り，『数学
機器総説』の中でその話題について述べている．城は
ENIACを「統計機械」という章で取り上げた．特徴
については「電子的な速度での計算により，従来とは
比較にならない速さで計算を実行できる」と述べて
いる．執筆時は ENIACを用いた仕事の内容は深くま
で得られていなかったと思われる．加えて，城はソロ
バン等の計算機器の延長に統計機を位置付けていた．
そのため計算する機械という括りの中で，統計機を上
回る機械として ENIACを扱ったのだと考えられる．
5. ユーザが機能設定できる機械

1961年 3月，日本の総理府統計局は，事務計算用コ
ンピュータの IBM705をアメリカから輸入して，統計
業務に導入した．統計機を使用していたときと比べ，
必要な人員は大幅に削減された．作業期間も短縮さ
れたが，短縮幅は期待通りの結果ではなかった．原因
の一つは，コンピュータを統計機として扱っていたこ
とであった．統計機によって機械化されていたのは，
パンチカードの分類と集計および製表であり，データ
チェック等は人手で行われていた．IBM705 の導入
当初は，これと同様の作業形態だったのである．後に
データチェックに対する考えが改められ，確認と訂正
作業用のプログラムが作成された．それに併せて作
業形態が見直され，作業の更なる効率化を実現した．
統計機を使用していた時代では，作業を新たに機械
化するために，そのための機械を作成する必要があっ
た．対して，コンピュータを利用するようになって
からは，プログラミングにより，新しく機能を追加し
ていた [5]．つまり，統計機はあらかじめ意図された
仕様通りに処理を高速化することを目的として導入
されていたのに対して，コンピュータはそれに加え，
より自由度の高い処理をも見据えた導入であったと
言える．コンピュータはある意味で，機械として不完
全な状態で出荷されていると言える．しかし，それ

故に機械化する作業を利用段階で決めることができ，
処理内容の改良も可能である．コンピュータは，何
をするための機械なのか開発段階では定義されてい
ない，ユーザ側で用途を決定できる機械なのである．
ここでのユーザは，直接コンピュータを操作する人に
限定せず，コンピュータを扱う組織の関係者といった
間接的な利用者も含めている．
6. おわりに
統計機は，国勢調査における集計期間の短縮と機械
化を目的に開発された機械であった．仕組みや分類
を整理すると，論理的思考が不必要な大量の単純作業
を処理するために用いられていたことが確認できた．
しかし，その作業の中には人間が行なわなければいけ
ない部分も多く残り，効果は限定的であった．さらに
作業の新たな機械化には専用の機械を開発しなけれ
ばならない点に，機械の可能性が制限されていた．
複雑な計算が不可能とはいえ，膨大な作業量を高速
に処理できる統計機は，それ以前の計算機とは一線を
画す性能だった．ENIACが登場した際，計算速度ば
かりが注目されたことも，重宝されていた統計機の意
義が，人手では不可能な量の仕事をこなすためだっ
たからだと推察できる．しかし，カウント処理等の
高速化だけでは作業全体の効率化には限度があった．
その解決のために，従来の統計機の考え方を超えて，
コンピュータを使っていく動機が生まれることにな
る.それは，プログラミング（ソフトウェア）を開発
することで，１つの計算機械に汎用的な役割を担うこ
とであり，当時のユーザらは，実務を通じて現在的な
コンピュータのらしさを実感していくようになる．
コンピュータは，しばしば画一的で決まりきった処
理を確実に行なう機械と見なされる．しかし，その黎
明期には従来の統計機よりも柔軟な使い方が出来る
計算機械として見られていたのである．コンピュー
タらしさとは，ユーザ側がその用途を決定できる点
だと考える．プログラミングを行わなければ使用で
きないことは欠点だが，その未確定な部分こそコン
ピュータの可能性であり，多様性や流動性，即応性な
どこの時代のありようを支えていると言えるだろう．
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